





























2002年 5月，連邦議会で『捨て子ボックスおよび匿名出産に関する法律』（Gesetz uber 












は，ドイツ全土におよそ 30 個ある．2000 年はじめ，ハンブルグで託児所などを経営する
社団法人「シュテルニ・パーク」（Sterni-Park e.V.）[1]がボックスを開設．それがマスコミ





















①   母親は匿名で（anonym）子どもをボックスに預けることができる． 
②   この行為は犯罪ではなく，刑罰を受けない（nicht strafbar）． 
③   窓口開閉の合図は遠隔操作で行って，受け付けは監視されていない（unbeobachtet）． 














































































団体所属の養子縁組の専門家 Bernd Wacker 氏は，匿名で子どもをボックスに捨てるの
は，子どもの権利―「出自を知る権利」（Recht des Kindes auf Kenntnis seiner Herkunft）














































































































































































































































































































き る ． カ ト リ ッ ク 教 会 新 聞 ベ ル リ ン 支 部 の ホ ー ム ペ ー ジ ：
http://www.gemeinden-in-berlin.de/public_html/rubriken/kirchenzeitung 
 
[3] SkF（Sozialdienstes Katholischer Frauen）ケルンのホームページ：http://www.baby-fenster.de 
 
[4]  ひとの大地（terre des homes）のホームページ：http://www.tdh.de 
 











行為だとニーチェは見る．Ebd., S.260. 同書，23頁． 
 
[8] 荻野美穂『ジェンダー化される身体』勁草書房，2002年，273頁．18世紀ヨーロッパでは，各地に，
ターンテーブル式の箱を備えた養育院が，行政の指導下で設けられたという．監視なし，親の匿名性保持
など，運営方法はボックスとほぼ同じである．そのように子どもを捨てる方法の簡便化が，捨て子の数が
増加した一因であった，と荻野氏は指摘する．つまり「捨て子の増加が施設の増進を促したというより，
施設が捨て子をひき寄せた」（同書 272頁）という問題である． 
 
[9] 非常勤先である帝塚山学院大学，四条畷学園短期大学，香里が丘看護専門学校の学生たち．彼らに最新
の話題を提供しようとして，捨て子ボックスに出遭った．授業を通じた彼らとの交流が，怠惰と逃避から
筆者を拾い上げる．彼らには心から感謝している． 
 
 
付記：本稿は、日本医学哲学・倫理学会関東支部『医療と倫理』第４号（2003年 3月）に
掲載されたものである。 
 
